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、資料４問題リスト
解決年月日記入年月日 actiｖｅ Iｎａｃｔｉｖｅ
20○○年△月△曰20○○年○月○曰 ＃１． 〉解決
20○○年○月○曰 ＃２．
20○○年×月×日20○○年○月○曰 ＃３． ＃５
20○○年○月○曰 ＃４．
ここに新たに20○○年×月×曰 ＃５．………が加わる。
るが，ＰＯＳではその評価に当たる部分が監査
となる。ＰＯＳで行う監査の定義は，「評価と
は，計画立案時あらかじめ設定した到達目標
と，看護師が提供した看護ケアによる患者の
実際の変化とを比較することによって目標の
達成度を判定し，ケアの適否を判断するこ
と」8)である。ここでは，監査を「オーデイッ
ト」と表記する。
オーディットの目的には，「よりよいベッ
ドサイドケアのためのオーディット」「ケア
の質の保証のためオーディット」の２種類が
ある9)。
オーデイットの結論と対策は，次の４つで
ある'0)。
①目標は完全に達成された。
②目標は部分的に達成された。
③状況は変化せず,問題解決のきざしがない。
④状況が変化し，問題が新しくなった。
この４つの視点から，チームカンファレン
スの場を利用してオーディットを行うのが実
際的であろう。
（４）経過記録
ここまででき上がったら，経過記録として，
SOAPの記録が開始される。
ＰＯＳは，看護過程と同様に問題解決法であ
るが，看護過程と異なるのは，問題解決法を
下敷きにしているのではなく，患者が抱えて
いる問題ごとに焦点を当てて，SOAPで記録
するところである。“問題ごとにPOS',を合
い言葉に，忘れないようにしよう。
ところで，ＰＯＳのルーツと概念とは別に，
NANDAの看護診断が発展してきたことは，
すでにご存じのとおりである。ＰＯＳでは，「問
題リスト」を作成するが，この問題リストに
NANDAの看護診断を活用することをお勧め
する。NANDAの看護診断は，看護的概念を
表現するための看護診断体系が構築されてお
り，広く承認されているものだからである。
（５）退院時要約
退院時に，入院当初の病歴や,入院中の問題
に対してどのようなケアを行い，・問題が解決
したのかを要約して，SOAP形式でまとめる。
（６）監査
ＰＯＳの構成で最後に来るのが監査である。
看護過程の展開では，実施の次に評価があ
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Ｒ（Response：反応）という４つの要素があ
る｣4）と定義されていろ。
フォーカスチャーティングの詳細について
は，スーザン・ランピーの『フォーカス
チャーティングー患者中心の看護記録』（岩
井郁子監訳，医学書院）を参照されたい。
□ﾌｫｰｶｽﾁｬｰﾃｨﾝｸﾞ
１)フォーカスチャーティングの開発
フォーカスチャーテイングは，１９８１（昭
和56)年にスーザン・ランピー(SusanLampe）
らによって開発された，コラム形式の系統的
な経過記録方法である。フォーカスチャー
ティングが開発された背景には，医療のコス
ト削減があった。コスト効率の高いケアが求
められるアメリカにおいて，コスト削減の標
的となったのが看護記録である'１)。フォーカ
スチャーティングを実施したところ，看護師
の労働時間が24時間のうち90分短縮され，
記録時間の36％が減少したという調査結果
が報告されている'2)。
鱸おわりに
今曰の医療では病院の機能分化が進み，患
者参加型の医療，診療記録のIT化に伴うオー
ダリングシステム，電子カルテの導入，在院
曰数の短縮と在宅看護へのシフトなど，医療
を取り巻く環境は大きく変化している。環境
がどのように変化しようとも，看護の質を保
証していかなければならない。その一翼を担
うのが，看護記録である。
看護記録の充実には，看護実践の充実が不
可欠である。充実した看護実践と看護記録を
有機的に関連させ，看護実践の質を保証する
ものとして機能させよう。
2)フォーカスチャーティングの特徴
経過記録は，患者のその時の状態にフォーカ
スを当てて記録する｡POSでは，問題にフォー
カスを当てて記録するが，フォーカスチャー
ティングでは，「見出し／フォーカス欄（コラ
ム欄)」を使って，その時何が起こったのかを
患者を中心にして記録する。つまり，フォー
カスチャーティングは問題志向型の記録とい
うよりも，患者中心の記録である。
『看護記録の開示に関するガイドライン』
によると，フォーカスチヤーティングとは，
｢患者のケアに焦点をあてた叙述的経過記録
の一方法である。フォーカスケアノートとも
いわれる。経過記録を系統的に記述する記録
方法であり，患者の現在の状態，目標に向
かっての経過状況，治療・看護介入に対する
反応を記録することに焦点をあてろ。フォー
カスチャーティングには，フォーカス欄，Ｄ
(Data：データ〈情報>)，Ａ(Action：行為)，
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